
29 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３章 基本目標 

 
１ 住宅施策の基本目標 

 



30 

 

１ 住宅施策の基本目標                     

 
住まいは，生活の基盤であり，まちは，住まいがあってこそ成り立つものです。 
近年，全国規模で進行する人口減少と少子高齢化は函館市においても同様であり，人口が減少

しても持続可能なまちづくりが求められています。また，住み慣れた地域に暮らし続けるために
は，住まいと地域の安心・安全の確保が重要です。 
さらに，年齢や世帯構成，ライフスタイル，働き方，価値観などにより住まいに求めるニーズ

は多様化し，状況に応じた変化への対応が求められています。 
このような住環境を取り巻く課題に対応し，誰もが安全に，快

適で安心して暮らし続けるため，「ひと」，「いえ」，「まち」
の３つの視点で，住宅施策の基本目標を設定します。 
なお，これらの目標は，個々の視点のみで完結するのではな

く，相互に関連し，補完しながら取り組むことで，確実な課題の
解消を目指します。 

 
 
【ひとの視点】基本目標１ 誰もが安心・安全に暮らし続けることができる住まいの実現 

住まいは人の生活に欠かせないものであり，年齢や経済・身体の状況等に関わらず誰もが安心
して暮らすことができる仕組みづくりが重要です。また，災害に対し安全に暮らすことができる
住環境を形成するためには，一人ひとりの防災に対する意識の醸成を促す取組が必要です。 
これらを踏まえ，多様な居住ニーズへの対応を進め，ライフスタイルやライフステージなど，

その時々のニーズで住まいを確保しやすい環境の構築と，災害に強い住環境の形成に取り組むこ
とで，安心・安全な住まいの実現を目指します。 

 
【いえの視点】基本目標２ 次世代に継承できる住宅ストックの形成 

命と財産を守る安全・快適な暮らしには，安全性や居住性などの住宅性能の確保が必要です。
また，将来にわたり安心して暮らすため，環境負荷の低減や住まいの長寿命化を図り，次世代に
継承できる住宅ストックの形成を目指します。 

 
【まちの視点】基本目標３ まちづくりと連携した快適で魅力ある住環境の形成 

先人たちが築きあげた函館の景観やまちなみは，残すべき大切な資産です。その資産を大切に
次世代に継承していくとともに，人口が減少しても人と人が交流し，活気のあるまちを維持する
ため，まちなかへの居住誘導を進めるとともに，ゆとりや潤いのあるまちづくりに取り組むこと
で，誰もが快適で，どこでも函館の魅力を感じることのできる住環境の形成を目指します。 

ひと 
（居住者） 

いえ 
（住宅ｽﾄｯｸ） 

まち 
（住環境） 
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